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接触皮膚炎を生じる外用薬について、薬剤毎の集積はなされてきたが、長期間

の1施設での検討結果は報告されていない。

外用薬による接触皮膚炎を検討する目的で、20年間のパッチテスト結果を検討

した。

1990年4月より 2010年3月までの 20年間に昭和大学病院附属東病院皮膚科を

受診し、外用薬のパッチテストを施行した 316名（男 101名、女 215名、平均年

齢 50.1歳）を対象とした。疾患は湿疹・皮膚炎群が 277名（87.7%）、うち 242

名（76.6目）は接触皮膚炎であった。パッチテストは被疑薬剤jを健常皮膚に貼付、

48時間後に除去した。判定は 72時間後に ICDRG(InternationalContact 

Dermatitis Research Group）基準で＋以上を陽性とした。

陽性反応は 316名中 107名（33.9%）に認められ、ブフエキサマク 15例、ポピド

ンヨード 13例の順に多かった。 5年毎の陽性率の推移ではポピドンヨードの減

少、止淳剤の増加が見られた。

本研究は薬剤毎のパッチテスト陽性率を比較し時代による陽性率の変化を

明らかにすることができた点で新しい知見を得ており、学術上価値があり、

学位論文に値すると判断された。

論文題名：昭和大学皮膚科において 19 9 0 -2 0 1 0年に施行された外用薬の

パッチテスト結果の解析
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